栄養科学シリーズNEXT「栄養教育論実習 第2版」

ワークシート1.18　行動科学理論を用いた分析
（1）鈴木さんの言葉について話し合おう
鈴木さんの言葉を健康信念モデル（ヘルスビリーフモデル）に当てはめるとどのように説明されるか（自分が生活習慣改善を行うことに対して有益性，あるいは障害と感じていること，病気に対する罹患性・重大性など）．

（2）鈴木さんの健康診断アンケートで，運動についての項目に以下の回答を得た
◎ ここでいう運動とは，20 分以上の速歩きやジョギング，自転車こぎなどの活動をいいます．また，運動は特別に時間を作って行っている活動だけでなく，自宅から駅までなどの活動も含みます．あなたは運動を週３回以上行っていますか？
（1）はい，６か月以上続けています．
（2）はい，６か月未満続けています．
（3）いいえ，しかし１か月以内に始めようと考えています．
（4）いいえ，しかし６か月以内に始めようと考えています．
（5）いいえ， ６か月以内に始めようとは考えていません．
　　①鈴木さんの運動に対する「行動変容段階」はどこか分類しよう．
　
②トランスセオレティカルモデル（行動変容段階モデル）の観点からどのような働きかけが有効だと思うか．
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



（3）管理栄養士としては，鈴木さんに今後何か変えてみようと思ってもらいたいところである
①生活習慣改善を行う自信についてどの程度感じていると思うか．
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



②「セルフエフィカシーを高める」という観点からどのような働きかけが有効だと思うか．
 SHAPE  \* MERGEFORMAT 



行動科学を栄養教育に取り入れる注意点
・理論やモデルにこだわるのではなく，対象の課題に合わせて考え方（概念）を自由に活用すること
・理論やモデルは，それぞれに長所・短所や，課題による向き・不向きがある．
・ほとんどの理論・モデルは，「食」以外の行動を対象として開発され，構築されてきている．したがって，「食」の特徴をふまえて，展開して使う力が必要
・人間はひとりひとり違う．理論やモデルで人間の行動や変化がすべて説明できるとは限らない（多くは説明しきれない）



























